
2 ひろしま市民と市政

　新型コロナウイルス感染症の影響で定期公演などが中止となってい
る、ひろしま神楽の活動再開に向けて、動画配信などの取り組みを始め
ました。
問広域都市圏推進課(電504-2017、F504-2029)

神楽の魅力を動画で配信

ひろしま神楽　活動再開プロジェクト

神
楽は日本各地の風土や文化
を背景に、さまざまな地域
に伝承され、その土地の氏

神に奉納する神事として行われてき
ました。今日では神社の祭りにとど
まらず、催しものなどでも人気の郷
土芸能となっています。

観光客にも人気
　広島は全国有数の神楽どころで、
市内に約30、県内では200を超える団
体が活動しています。地元の人々か
ら親しまれているだけでなく、定期
公演などには、県外や海外からの観
光客も観覧に訪れています。

活動再開に向けて
　新型コロナウイルス感染症の影響
で、定期公演や競演大会などが中止
となり、多くの神楽団が練習もでき
ない状況になりました。
　こうした状況を打破するため、広
島広域都市圏内の８市町で構成する
“神楽”まち起こし協議会では、神楽
に関わるさまざまな関係者と協力し
て、無観客公演のライブ配信など、コ
ロナ禍での神楽活動の再開に向けた
取り組みを行っています。

動画配信中

広島の神楽紹介

参考文献：三村泰臣『広島の神楽探訪』南々社　写真提供：RCC文化センター

　８月に３会場で計12神楽団が出
演した無観客公演の動画を配信し
ています。
　詳しくは公式ホーム
ページで

ひろしま神楽活動再開

　江戸時代の終わり頃に伝わった島根県石見地方
の神楽が芸北地方で独特の神楽として展開したも
ので、広島県の神楽としては最も新しいものです。
華やかな衣装や大きな面による演出が特徴です。

芸 北 神 楽

　秋祭りの前夜祭に十二の舞を奉納することから名
前がついた、県西部の瀬戸内海沿岸に伝わる神楽で
す。芸北地域の古い神楽がこの地域に広がったもの
で、全国でも珍しい貴重な神楽を今に伝えています。

安 芸 十 二 神 祇 （あきじゅうにじんぎ）

　瀬戸内海の島々とその沿岸部で行われている神
楽です。しまなみ海道周辺から西へ呉市まで広く分
布しており、広島県の無形民俗文化財に指定される
など学術的に高く評価されている神楽もあります。

芸予諸島の神楽

　旧比婆郡内とその周辺で行われています。非常に
古い伝統を残す広島県独自の神楽です。舞い続ける
うちに神がかりとなる、全国でも珍しい古式を伝え
ていることで全国的に大変有名になりました。

比 婆 荒 神 神 楽 （ひばこうじんかぐら）

　比婆荒神神楽の地域を除く備後地方と安芸の一
部にまたがる広い地域で行われています。五

ごぎょうさい
行祭

といわれる歌や語りを楽しむ神楽や、古い形の能
舞を多く残しています。

備 後 神 楽

サポート事業にぜひ加入を

こ
の事業に加入できるの
は、市内にある民間の保
育・介護事業所などです。

職種、雇用形態に制限はありませ
ん。加入した事業者の職員は、以下
のサービスが受けられます。
①会員証の提示による買い物割引
な　
　ど

②買物補助券（年間1万2000円／
人）を利用した買い物
※買物補助券の半額相当を市が負
担します

　加入要件や申し込み方法など詳し
くは、広島サンプラザ（電2７８-８001、
Ｆ2７８-７011）へ。

利用は身近な 
サポート企業のお店で

　保育・介護を担う人材を応援する
企業が多数賛同しています。下に掲
げたサポート企業の約460店舗で買
物支援サービスを利用できます。

保育・介護に携わる人を応援しています

保育・介護人財サポート事業
　保育・介護職などの担い手不足を解消し、誰もが安心して保育や
介護のサービスを受けられるよう、市では地元企業などと協力し
て保育・介護に携わる人への買物支援サービスを行っています。
問雇用推進課（電504-2244、F504-2259）

イオンリテール／イズミ／Ａコープ西日本／山陽マルナカ／スパーク
／生協ひろしま／デイ・リンク／フジ／フジマート／フレスタ／マック
スバリュ西日本／ユアーズ／天満屋広島緑井店／広島地下街開発／グ
リーンアース可部／ウォンツ／ププレひまわり／フタバ図書／ちから
／三段峡の宿／東洋観光／アドニスヘアースタジオ／おしゃれ　るーむ
／サロン・ド・シャイ／サロン　ド　ロマナ／セビアン美容室／ミーナ／
花と庭ラフィア／ハッピーキャロット整体／暁

あかつき
鍼灸治療院／いっちょ

うめ鍼灸院／喜
きだね
種鍼灸院／くごうはりきゅうマッサージ／ささき治療

院／しょう整骨院／竹
たけべ
辺鍼灸院／にじいろ鍼灸院／みどり鍼灸治療院

／山田はり治療院

　ファミリー・サポート・センターは、子育ての援助を受けた
い人と子育ての援助を行いたい人を結ぶ組織です。
問ファミリー・サポート・センター事務局（電246-4455、
F246-9109）

子育て家庭の手助けに

フ
ァミリー・サポート・セン
ターは、「保育園、幼稚園な
どの開始時間前や終了時間

後に子どもを預けたい」「放課後に
子どもを一人で留守番させるのは
心配」「急な用事や体調不良でも子
どもを預かってくれる人が近くに
いない」ときなどに、子育て家庭の
手助けになります。０歳～小学校６
年生までの子どもが対象です。

まずは会員登録を
　依頼会員（援助を受けたい人）、提
供会員（援助を行いたい人）になるに
は、以下の入会申し込みが必要です。
持登録用の顔写真２枚（縦３㎝×横
2．５㎝）、印鑑、本人確認書類（運転免
許証、マイナンバーカード、パス
ポートな　

　ど。顔写真がないものは、健康
保険証や年金手帳など２つ以上）
申直接、同センター事務局か区の地
域子育て支援センター（事前予約要。
申し込み時に40分程度の説明あり）へ
提供会員講習会
　提供会員希望の人は、申し込み前
に講習会の受講が必要です。提供会

活動時間 1時間あたりの利用料金
月～金（7:00～
19:00）

700円
（病児・病後児900円）

土・日・祝・休、上
記の時間帯以外

900円
（病児・病後児1,100円）

　※2人目からは半額

　詳しくは、同センター事務局（中区
千田町三丁目８-6健康科学館内電Ｆ
上記）か区地域子育て支援センター
（下表）へ

区 電話番号 区 電話番号
東 261-0315 安佐北 819-0617
南 250-4134 安芸 821-2821
西 503-6288 佐伯 921-5010

安佐南 877-2146 ※中区は上記へ

地域のみんなで子育て応援

ファミリー・サポート・センター

員になるための講習会を、10月６日
㈫～９日㈮に開催します。詳しくは
同センター事務局へ。

事前打ち合わせで安心
　利用を開始するときは、依頼会員
と提供会員が事前にマッチング（打
ち合わせ）を行い、双方がサポートの
内容を確認します。提供会員は、登録
前に子どもの心の発達や救急法など
の講習を受けているので、安心して
利用できます。
　利用料金は1日の預かりが終了した
後、提供会員へ直接支払います。

利用できる店舗に
は右のマークが掲
示されています⇨

サポート企業　令和2年7月現在
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